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江上：図2｜ビーハイヴ・デザイン・コレクティブ 《メソアメリカは抵抗する》（2013）
ペン画・ポスター、86.4×86.4 cm

江上：図 1｜タリン・パディ《あらゆる採掘は生活をおびやかす》（2010）、福岡アジア美術館所蔵
木版・綿布、89.6×259.7 cm
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江上賢一郎グローバリゼーションを描く

グローバリゼーションを描く
2つの芸術実践にみる協働と対話の集団的技法から

江上賢一郎

Kenichiro Egami

Portraying Globalization 
Through Collectives’ 
Methodology of Collaboration 
and Dialogue

要旨

本稿ではグローバリゼーションの問題を視覚
的に主題化する2組の芸術実践、インドネシア
の「タリン・パディ（Taring Padi）」による木版
画の集団制作と、北米のアクティビスト・アー
ト集団「ビーハイヴ・デザイン・コレクティブ
（Beehive Design Collective）」によるグラフィッ
ク・ポスターの集団制作を事例に、両者が社
会運動と芸術の相互的な往還のなかで生み出
した制作技法と、「グローバリゼーションを描
く」実践について論じる。

Summary

This article explores two sets of artistic practices 
that visually thematize globalization 
This article explores two sets of artistic practices 
that visually thematize issues related to 
globalization: the Indonesian woodblock print 
collective Taring Padi and the North American 
activist art group Beehive Design Collective. 
Using the example of their collective production 
methods, the article discusses the mutual relations 
between these two groups’ practices of portraying 
globalization and methodology of dialogue and 
collaboration, which facilitate mutual exchange of 
social movements and art practices.

特集「創造と摩擦：グローバルアート再考」

論考
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はじめに：もうひとつのグローバル・アート

これまで「グローバリゼーション」と呼ばれる資本主義経済システムの地球規模で

の拡張・全域化は、社会主義陣営の解体とともに20世紀後半の大きな転換点の一つ
として捉えられてきた。グローバリゼーションについては、16世紀大航海時代以降の
政治、経済、文化の世界的な「多義的結合」（トムリンソン 2000）や「相互連結の深化」
（Held 1999）に伴う情報、資本、モノの自由な移動と結合という社会システム論的視
点、もしくは「時間と空間の圧縮」（ハーヴェイ1999）や「時間と空間の分離に伴う社
会システムの解体と再編」（ギデンズ 1993）といった批判地理学の視点から議論されて
きた。その一方で、アントニオ・ネグリとマイケル・ハートはグローバリゼーション

を脱領土化・ネットワーク化した資本＝権力システムによるグローバルな主権＝帝国

として捉え、その階層序列化と分断による生政治的な統治を批判している（ネグリ＆

ハート 2003, 2020） 。このようなグローバリゼーションがもたらす世界の構造的不平
等や抑圧という負の側面に対抗するかたちで、94年のメキシコ、チアパス州でのサパ
ティスタ蜂起、98年のアメリカ、シアトルでの反WTO運動に代表される反グローバ
リゼーション民衆運動「グローバル・ジャスティス・ムーブメント」が出現する。ス

ローガン「もうひとつの世界は可能だ」が表すように、この運動はグローバリゼーショ

ンの新自由主義的な経済政策への批判だけでなく、持続可能な社会像の提示や世界

各地の社会・民衆運動のネットワーク化といった、下からの草の根的グローバリゼー

ションの動きでもあった。

同時に、グローバリゼーションは文化・芸術の領域にも大きな変化をもたらした。
1980年代以降、現代美術の領域では脱─西洋中心主義、ポストモダニズム、多文化主

義的なアプローチが隆盛となる一方で、西洋を規範とした文化・芸術の制度や組織

（アート・マーケット、文化芸術機関、国際展、出版・批評メディア）の世界的ネッ

トワーク化、標準化が進行していった（Belting 2009）。現在のビエンナーレ、トリ
エンナーレなどの国際展やアートフェアの世界的な展開、アートマーケットの拡大、

アーティストの二極化やノマド化などの世界的現象（Carroll 2007, Carter 2012）もま
た、グローバル経済における文化・芸術の諸制度と主体の「文化帝国主義」（トムリン

ソン2000） 的な統合、再編成のプロセスの延長線上にあると言える。
本論では、このような芸術の上からのグローバル化とは異なる位相で、グローバリ

ゼーションという現象そのものを対象化・主題化して表現活動を行う芸術実践に注目

する。インドネシアの文化集団「タリン・パディ（Taring Padi）」、北米のアクティビス
ト・アート集団「ビーハイヴ・デザイン・コレクティヴ（Beehive Design Collective）」
はともに社会運動を出自とし、グローバリゼーションが引き起こす経済的、社会的、

環境的な問題に焦点を当て、集団的な芸術実践と社会・地域コミュニティへのエンパ

ワメント活動を行ってきた。本論考では、これらの「もうひとつのグローバル・アー

ト」と、その集団的な芸術生産・受容の方法論について考察する。
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江上賢一郎グローバリゼーションを描く

1.  タリンパディ：抵抗の方法としての芸術

「タリン・パディ（Taring Padi）」は、インドネシア、ジョグジャカルタ市を拠点とす
る文化「コレクティブ （活動集団）」である（*1）。インドネシア語で「稲穂の芒（のぎ）」を

意味するこの集団は、1998年に反スハルト民主化運動に参加した美術学生や若者た
ちによって結成され、市内の元美術学校校舎を拠点に共同生活を行いながら、言論・

表現の自由、社会変革に貢献する文化芸術を探究していった。以後、タリンパディは

民主化、反独裁、労働者や農民の権利、女性解放といった社会的・政治的テーマに

基づいた木版画の集団制作を中心に、ポスターや壁画、デモ用のバナー、人形劇、音

楽、Tシャツの制作まで多様な視覚表現と文化実践を生み出していく。タリンパディ
の活動の根底にあるのは「芸術（Seni）」を「人々の社会的、環境的、政治的および文
化的正義への意識覚醒のための媒体であり方法」とする芸術観であり（Sinaga 2011, 
Supartono 2011, Agung 2011, 陳 2019）、彼らにとって芸術とは何よりもまず社会問題
や不正義に対する「民衆の怒りと抵抗の精神を可視化する方法」（Sinaga 2011）であっ
た。（*2）タリンパディは1998年12月に「文化の5つの悪」 というマニフェストを発表した
が、それは当時の主流

であった文化芸術が軍事

独裁、商業主義へと隷従

している現状を鋭く批判

タリン・パディ《2006年カレンダー（11-12月）：我々は暴力に反対する》
（2005）、福岡アジア美術館所蔵

*1 タリンパディの公式ホームページ
では、自らを「文化活動家組織（a cultural 
activist organization）」と定義してい
る。また、インドネシア現代美術研究
の廣田緑は、芸術活動に携わる集団を
「アート・コレクティヴ」と呼び、その
定義を「共通の目的を達成するために
協働するアーティスト集団であり、集
団的主体を（ひとりの）アーティスト
としていること」、「商業主義から距
離を置き、独自のプログラムを企画す
るインディペンデントな拠点を有して
いること」、「ソーシャルメディアを
活用し、社会と直接的に関わるアート
の実践を試みていること」の3点を挙
げている（廣田 , 2018, p.101）。
*2 彼らの芸術観は、もともとイン
ドネシア近代美術の父と呼ばれるス
ジョヨノや、彼が設立した美術家団体
「プルサギ」の活動に由来するが（アン
タリクサ 2018）、直接的にはスハルト
軍事独裁体制下で主流であったモダ
ニズム芸術に対するラディカルな批判
が契機となっている。
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し、軍事独裁の打倒や社会の民主化に直接参与し、貢献する「民衆文化 （Budaya Ker-
akyatan）」として芸術の自己変革を呼び掛けるものだった。

2.  グローバリゼーションの「現場」を描く

2000年以降、タリンパディ第一世代の多くは美術作家としてのキャリア、生活の自
立のために個人の制作活動へと軸足を移していくが、集団制作の技法を引継いだ第

二世代は自然破壊や環境問題といったテーマに焦点を当て、その原因としてのグロー

バリゼーション問題を表象する大型版画作品を制作するようになる。2007年に《終わ
ることのない勇気》、2010年には《あらゆる採掘は生活をおびやかす（Semua Tambang 
Membahayakan Kehidupan）》（カラー頁、江上：図1）を制作するが、後者は縦1メートル弱、横
2.6メートルの横長の綿布に刷られた大型の木版画作品で、2006年に東ジャワ州で起
きた天然ガス採掘場での事故を題材にしたものだ。（*3）画面中央には、無数の髑髏のド

リルとして描かれた採掘場、パイプラインが通る画面左側には山肌や森林を削り出す

採掘機械や運搬トラック、その左下には住民を追い出す

骸骨の警官隊、中段には採掘会社社員と役人、最上部に

は開発の利益を山分けするエリート層の姿が彫り込まれ

ている。ここでは、採掘事業が引き起こす自然破壊、暴

力的な排除と利益独占の構図が垂直的に表現されてお

り、画面右には水田の埋め立てと、工場や住宅地の造成

の様子、さらには海に浮かぶタンカー群が資源を国外に

運び出す光景が続いている。一枚の画面のなかに、一つ

一つの出来事や存在が相互に関連し合うかたちで配置さ

れ、それらを順に繋げて観ていくことで、インドネシア

の開発現場から捉えたグローバル資本主義の実態が一種

のパノラマとして私たちの眼前で展開していく。（*4）

このような社会的問題や出来事を主題として扱う際、

タリンパディのメンバーは自ら現地に出向き、地域住民

や活動家たちに直接聞き取りを行っている。（*5）木版画の

製作者が現場に赴き、当事者の声や記憶を聞き取ること

は、彼らにとって重要な制作プロセスの一つとして位置

付けられている（Sinaga 2011）。木版画の主題やイメー
ジの多くは、当事者たちの声、そして自身が現場で目撃

した状況や出来事に由来しており、その後、これらの声

や記憶が特定の人物、モノ、自然、出来事など、固有の

イメージとして木版に刻まれ、インク擦りを経たのちに、

布上に写し出される。タリンパディが描くのは、自分た

ちの生きる世界がどのように収奪され、商品化されてい

*3 2006年、東ジャワ州シドアル
ジョ県にて、当時ブランタス社所有の
天然ガス採掘現場で高温の泥が噴出。
周辺地域に甚大な環境汚染を引き起こ
し、多くの人が住居や農地、職場を失っ
た。この天然ガスは主にアメリカへと
輸出されており、被災者への補償を求
める運動は今も続いている。
*4 この絵では海外資本による乱開
発と環境汚染、政治汚職、反対運動へ
の弾圧、そしてその背後で利益を享受
する多国籍企業や日本を含む先進国な
ど、国内の政治的、経済的な問題とグ
ローバル資本主義の構造が相互に絡ま
り合う結節点としての採掘場が描かれ
ている。
*5 初代メンバーのウチュッ（Ucup）
はインタビュー動画のなかでこの作品
の経緯について、パイプライン問題を
抱える地域のアーティストから版画制
作の依頼を受け、現地での聞き取りや
リサーチ、コミュニティとの対話をも
とにしながら、自らが取り組む採掘問
題と組み合わせることで、一地域の問
題という枠組みを超えた共通の問題と
して開発・環境問題を描くこと試みた、
と答えている。
All Mining is Dangerous (Taring Padi 
pt2.), 2011 <https://www.youtube.com 
/watch?v=-JKxjz-r3kw>（参照：2020-
08-23）
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江上賢一郎グローバリゼーションを描く

くのか、また誰がその利益を享受し、誰/何がその負の影響（環境汚染、公害、立ち
退き、健康問題）を引き受けているのかについての一連の見取り図、つまり現場から

捉えられ、具象的に可視化されたグローバリゼーションの全体的構造である。同時に、

この絵の画面中央から右下にかけては採掘に抗議し土地を守るために抵抗する人びと

の姿や、農民や女性、先住民たちの団結と連帯の姿、そして抵抗のシンボルとしての

拳と腕のイメージが描きこまれている。さらに画面左端には、伐採され残りわずかと

なった森林とそこに棲む動物や昆虫、水棲生物たちが採掘場の方を見つめている。こ

こでは開発による破壊だけでなく、それに抵抗する農民や民衆の顔や身体、コミュニ

ティ、自然や生態系の姿も詳細かつ緻密に描きこまれているが、これは彼らの「環境

問題への関心が、人間の条件の問題意識とつながっている」（Kusumawijaya 2011）と
いう考えを反映している。

民主化運動から出発したタリンパディは、政治的プロパガンダのビジュアル化から、

現在起きている社会的な出来事について他者の声に耳を傾け、それをイメージへと翻

訳し、画面上でひとつの物語として再構成することによって、民衆の生活から捉え

たグローバリゼーションの姿を立体的、構造的に表象する表現方法を生み出していっ

た。タリンパディが描く「社会正義追求の視覚化と共感共苦のヒューマニズム」（徳永 
2018） は、破壊と調和、暴力と抵抗という対比的な世界像を一枚のタブローのなかに
凝縮させることで、観る者にもうひとつの世界の可能性を想起させる集団的かつ弁証

《あらゆる採掘は生活をおびやかす》拡大部分
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法的な想像力の表出なのだ（*6）。

3.  芸術を民主化する技法としての集団制作

「芸術のための芸術」を拒否し、「社会のなかに民主的な空間を切り開く媒体として

の芸術」（陳 2019） を提唱するタリンパディにとって、木版画の集団制作は芸術生産
と流通のプロセスにおいても、自らの理念をよりよく反映できる表現メディアであっ

た。アジア各地の社会運動、民衆化運動における「民衆メディア」（黒田 2018）とし
ての木版画については、近年多くの研究が生まれている（狩野 2016, 黒田 2018, 徳永 
2018, NG&Ding 2019）。木版画が民衆のためのメディア、つまり幅広く人びとに開か
れ・共有される表現媒体となるためには、木版画のメディア的特徴（簡易性・複製可

能性・拡散性）だけでなく、木版画そのものの制作や流通、受容のあり方を人びとに

向けて開放し、水平的な参加と関与を促すための方法が不可欠である。その意味にお

いても、集団制作は「美学的イデオロギーではなく、芸

術を通した労働、協働のあり方」（Sinaga 2011）の発明で
あり、芸術を民主化するための方法論でもあった。

木版画の集団制作の大きな特徴は、技能の巧拙に関わ

らず制作への参加可能性が広く開かれている点にある。

制作はまずミーティングによる作品主題の設定、全体イ

メージについての議論、構図スケッチ、各部分イメージ

についての提案や協議を繰り返しながら進んでいく。そ

の上で、適宜修正や変更を行いつつ木版への下絵描き、

各パーツの彫り、最後の摺りまでの各工程を分担してい

く。基本的に参加者はそれぞれの能力や技能に応じて各

作業をこなしていくことになるが、難易度が低い背景の

彫りや完成直前のインク刷りの工程などは全員が参加す

る。このように集団制作では、工程の各段階において参

加者の技術や能力に応じた参加の方法が考案される。も

う一つの特徴は、完成した作品のオーサーシップに対し

てもその集団的特性が付与されるという点だ。特に美

術作品としての木版画とは異なり、社会運動やコミュニ

ティ活動への参加のたびに印刷、配布される木版画にエ

ディション番号はついておらず、版画の作者性も脱個人

化、複数化されている。このオリジナルの不在と作者性

の集団化は、商品としての美術の刻印（オリジナル、個

人）を乗り越えた地点において芸術を生産する可能性と

その方法でもあった。（*7） 

また、タリンパディの作品はギャラリーや美術館と

*6 タリンパディの社会的関与の方
法は、版画制作だけでなく、版画を通
じたコミュニティ運動、教育活動とし
ての版画ワークショップ、音楽会、レク
チャーの開催までも含まれる包括的な
ものであり、美学の文脈だけでは十分
な理解と評価は難しい。ワークショップ
は、コミュニティの住民自身がサイン、
バナーを作成し、自分たちの声を外に
届ける技術を伝授するという教育的側
面が強い。
*7 比較的複製しやすい作品はT-
シャツやバナー、ポスターとして印刷
され、グッズとして販売したり、寄付
の返礼としたりすることで活動継続資
金に当てている（デモ・抗議運動の現
場に持ち出されるバナーや横断幕は販
売しないという規則もある）。タリン
パディは基本的には個人制作そのもの
を否定してはいない。実際、第一世代
には、個人での作品制作に移行した後、
ギャラリーや国際展に出品し、プロの
美術作家として活動しているメンバー
も多い。ただし、タリンパディ名義で
作られた作品に対しては、共同のオー
サーシップが明確に存在し、特定の個
人が代表したり、売買することはでき
ない。これは一旦メンバーとなったと
しても、そこで生きるコミュニティや
社会へと参与する責任を負うかぎり、
最終的には個人が自由な自己決定権を
持つべき、というタリンパディ流の「民
主主義」の理解に基づいている。



97

論考

Po
rt

ra
yi

ng
 G

lo
ba

liz
at

io
n 

Th
ro

ug
h 

Co
lle

ct
iv

es
’ M

et
ho

do
lo

gy
 o

f C
ol

la
bo

ra
tio

n 
an

d 
Di

al
og

ue

Ke
ni

ch
iro

 E
ga

m
i

江上賢一郎グローバリゼーションを描く

いった制度化された芸術空間よりもまず路上の壁、地域コミュニティ、デモや抗議運

動といった人々の生活、労働、闘争の現場で直接公開、展示される。作品自らが「観

る者へと近づいていく」（Supartono 2012） ことで、芸術の流通と受容の回路が公共空
間へと直接的に接続されていく。このように、社会運動から生まれ、芸術の民主化を

唱えるタリンパディの活動は、美術というジャンルを超えて、コミュニティ実践、教

育や災害支援、環境保護のコミュニティ活動までを含む「急進的、包括的、戦闘的」

（Sinaga 2011）な側面をもつ。また、そのラディカリズムは社会的現実や問題に真摯
に向き合う態度と、多様な参加者を受け入れようとする開放性によって維持されてい

る（Supartono 2012）。彼らの集団的・協働的な芸術作品の生産、流通、受容のあり方
は、このように資本主義における芸術の商品化に抗しつつも、同時に芸術を民主化

し、解放する方法（Agung 2011）として生み出されていったのだ。

4.  ビーハイヴ・デザイン・コレクティブ：グローバリゼーションの「歴史」を描く

このように、グローバリゼーションの問題を主題とし、集団的・協働的な芸術制作

を志向するもうひとつの事例として「ビーハイヴ・デザイン・コレクティブ（Beehive 
Design Collective, 以下 BDC）」の活動を取り上げる。BDCは、アメリカ、カナダ、中
米諸国にネットワークを持つボランティア主体のグラフィック制作集団である。グ

ローバル・ジャスティス運動に参加したアーティスト、デザイナーらによって2000年
に結成され、アメリカ、メイン州マチャイアスを拠点に細密なペン画、グラフィック・

ポスターの集団制作を行なっている。反グローバリゼーション運動を出自とする彼ら

は、資本主義経済や国家の暴力、民衆運動の歴史や先住民の物語、環境問題と持続可

能な社会といったテーマを基にした作品をこれまで数多く手がけてきた。これらのグ

ラフィックは主にポスターやバナーとして印刷され、社会運動の現場、学校、地域コ

ミュニティでのワークショップを通じて、グローバリゼーションや環境問題について

学ぶ視覚的な教育ツールとして用いられている。　
BDCの代表作に《メソアメリカは抵抗する （Mesoamérica Resiste） 》（カラー頁、江上：図2）と

バナー制作風景 (Taring Padi インスタグラムより抜粋） 屋外展示風景 (Tariong Padi ホームページより抜粋）
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いう題名の2組の巨大なペン画がある。これは、「プラン・プエブラ・パナマ （El Plan 
Puebla Panamá）」と呼ばれる中米の巨大インフラ計画を主題にしたもので、2004年に
BDCのメンバーが約半年をかけてメキシコからパナマを横断し、この計画に反対する
運動団体や先住民コミュニティを訪問、現地での調査と聞き取りを行った。その後、

学術的な調査を含む3年間のテーマ設定とイメージ、全体構図の構成作業、その後6
年に渡って集団での下絵、ドローイング、ペン入れ作業を行い、計9年の歳月をかけ
て生み出されたものだ。

この絵のポスター版は観音折りの2層構造になっており、扉絵の外と内には中央ア
メリカが2つの異なる視点から描かれている。扉絵には、大航海時代を起源とするア
メリカ合衆国、ヨーロッパの植民地主義的な外交政策と収奪のメカニズムを主題とし

ており、上空からメキシコ、テワンテペック地峡からパナマ地峡までを俯瞰した地図

上に、グローバル資本主義の諸制度（WTOやIMFなどの国際機関）と、進行中の開
発計画や各地のインフラ（大型コンビナート、高速道路、送電線、発電所）が描かれ、

中央アメリカの植民地化の歴史、天然資源と労働力の搾取と収奪の過程が事細かに描

写されている。BDCメンバーのサクラ・サンダースは（Sakura Saunders）、この作品
の主題を、16世紀から現在まで続く植民地主義と「排除の歴史」の可視化であり、扉
絵に描かれているのは「共有財産としての土地、自然、コミュニティを、分離・解体

し、私有化と商品化のサイクルへと組み込む植民地資本主義の運動そのもの」と語っ

ている（*8）。

*8 筆者によるインタビュー、2020
年1月5日。

ビーハイヴ・デザイン・コレクティブ 《メソアメリカは抵抗する》（2013）
ペン画・ポスター、86.4×172.8 cm
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江上賢一郎グローバリゼーションを描く

その一方で、この扉絵の内側には全く異なる世界が広がっている。そこに描かれて

いるのは菩提樹の木の根元に広がる400以上の生き物、植物たちの種（固有種、絶滅
危惧種）と、それらが織りなす豊穣かつ多層的な生態系の姿である。鑑賞者は巨木の

根を這って歩くアリの視点から、中央アメリカの多様な生態系や先住民文化、開発へ

の抵抗、持続可能な社会の創造を垣間見ることになる。行進するアリの群が咥えてい

る木の葉にはサパティスタ民族解放軍（*9）のスローガンが書き込まれ、画面中央にはリ

スやトカゲ、カエル、フクロウなど様々な生き物たちが輪になって集会を開く光景が

描かれている（*10）。これらはBDCメンバーがメキシコ、チアパスのサパティスタ自治
区に滞在した際、彼らが実際に体験した直接民主主義的な自治と伝統的生活の諸実践

をモチーフとしたものである。画面中央の菩提樹の木の根の間にできた窪みには、水

の循環的な利用法、伝統的な出産方法と教育、歴史記憶の伝承、祭りや儀式などマヤ

系先住民文化から学び得たさまざまな文化や生活様式、知識が稠密に描かれている。

またミツバチたちが、ろうそくや料理、コンポストを集団で生産したり、パーマカル

チャーの実践を行う光景は、「団結経済 （Solidarity Economy）」と呼ばれ、利潤ではな
くコミュニティの必要に基づいて作動する経済システムを表現したものだ。

*9 サパティスタ民族解放軍（EZ 
LN）は、メキシコ、チアパス州のマヤ
系先住民、農民たちを主体に結成され
た民衆自治組織。1994年1月、メキシ
コ政府による「NAFTA」条約締結に反
対し、メキシコ政府からの独立と自治
を宣言し武装闘争を行った。以来、現
在までチアパス州に自治区を形成し直
接民主主義を基礎とした自治を行って
いる。
*10 BDCのグラフィックは、ボタニ
カルアートとコミックを組み合わせた
様式で描かれている。そこには「人間」
の姿は描かれておらず、代わりに登場
するのは動物、昆虫、植物、生態系の
モチーフである。なぜ人間を描かない
のか、という問いに対してメンバーの
サクラは「人種、ジェンダー、年齢な
どの人間の表象にまつわる文化的ステ
レオタイプやカテゴリー化を避けるた
め」と答えている（2020年1月、東京の
インフォ・ショップIRAでの展示イベ
ントでの回答）。生き物たちの振る舞
いは擬人化されているが、生き物の属
性ではなく行為（何をしているのか）
を強調して描くことで、我 （々人間）
と他者（動植物・自然）といった二分
法を乗り越える表現を試みている。

《メソアメリカは抵抗する》拡大部分
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この作品は、中央アメリカの歴史を植民地主義（経済政策、軍事、産業インフラ）

の視点から捉えつつ、現代のグローバル資本主義のメカニズムを表象する機械の世界

と、それに対抗し土地と自然環境を守りながら持続可能な社会を構築する生物の世界

という対比的な2層構造から成り立っている。この作品に描きこまれたグラフィック
の密度とディテールは、上述したフィールドワークと参与観察的方法論に基づいた知

識や物語をイメージへと翻訳/変換するプロセスの中から生まれてきた。その意味で、
この緻密で多層的なグラフィックの一つ一つは、彼らが旅をし、コミュニティとの出

会いのなかで学びとった中央アメリカの自然、生き物、人々の姿と声が描かれた「視

覚的な（ビジュアル）民族誌」だと言えるだろう。

5.  拡張された相互行為としての鑑賞＝対話

このようにして描かれた図象に込められた物語や出来事を観る側に向けてどのよう

に伝達するのかという問題もまた、その制作に劣らず重要な課題である。BDCが「ビ
ジュアル・ストーリーテリング」と呼ぶ鑑賞方法は、ビジュアルを「観る」ことと、ビ

ジュアルによって表象されたものの意味や文脈を「読む」ことを結びつける解読の技

法を、制作者との直接的な「対話に基づいた鑑賞」を通じて獲得していくというもの

だ。2020年1月、BDCメンバーが来日し、《メソアメリカは抵抗する》の展示ツアーを
行った（*11）。福岡のアートスペースでの展示では、ギャラリーに吊るされた巨大な布

絵を前に、メンバーのサクラが絵の案内役として全体像や各部分について解説を行い、

鑑賞者との対話のなかで描かれた図象の相互関連や、隠された意味への気づきを促し

ていく場面が見られた。次のやりとりは、扉絵に描かれた鳥たちが織物を織っている

部分を指しながら英語と日本語の通訳を交え行われたものだ。

サクラ：「ここに描かれた鳥はグアテマラの国鳥ケツァールです。みなさんこの鳥

を知っていますか？　ここではケツァールがグアテマラ先住民の伝統織物を織っ

ている光景が描かれています。その織物は上に伸びていますね。この先を辿ると

何が見えてきますか？」

サクラ：「この織物がキリスト教の教会の尖塔によって穴を空けられ、糸がほつれ

てしまっていますよね。」

鑑賞者一同頷く。

サクラ：「このほつれた糸は、さらに上のミツバチた

ちが働く裁縫工場に入っていきます。そこで大量生

産された衣服となって、ショッピングモールの中に

吸い込まれていくんです。このミツバチたちは、メ

キシコから土地を奪われてやってきた移民の象徴で

もあります。」

鑑賞者A：「このショッピングモールは、教会の上に

*11 2020年1月にBDCのメンバー2
名（Sakura Saunders, Darius Mirshahi）
が来日し、福岡（インフォショップ
「大都会門司港」、アートスペース「art 
space tetra」）、東京（インフォショップ
「Irregular Rhythm Asylum」）」の3か
所で展示ツアーを行った。筆者は福岡
ツアーの企画・通訳として参加し、聞
き取りを行った。
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江上賢一郎グローバリゼーションを描く

建てられているんですね。」

サクラ：「そうです。それではその下を注意深く見てください。実はこの教会も先

住民の礼拝堂の上に建てられているんです。気がつきましたか？　これが私たち

のいう、構造化された植民地の姿なのです。」

まず鑑賞者の視線はケツァールが織る織物が

伸びていく方向にそって動き、その上にある教

会の尖塔を捉えようとする。その後、制作者と

の会話を通して一旦は教会とショッピングモー

ルに注目していた私たちの視線が、その下に埋

もれている先住民の遺跡を見落としていたこと

に気づく。このような対話を繰り返すことで、

鑑賞者は先住民文化の生活様式や農村コミュニ

ティがどのようにして解体され、資本主義の

賃労働と消費のサイクルに組み込まれていった

のかを、図象と図象を動的に関連付けていくこ

とで学んでいく。それは対話のなかで、描かれ

たイメージを「思考のプロセスの視覚的な参照」

（Bee, 2017） として「観る」＝「読む」ための技
法/リテラシーなのだ。

右：《メソアメリカは抵抗する》拡大部分
下：福岡「art space tetra」での展示風景



102

民族藝術学会誌  arts/ ｜ vol.37 ｜ 2021 特集  　  　 創造と摩擦：グローバルアート再考

Cr
ea

tio
n 

an
d 

Co
nf

lic
t: 

Re
th

in
ki

ng
 th

e 
Gl

ob
al

 A
rt

Ar
tic

le
s

美術批評家のグラント・ケスターは、近年のソーシャリー・エンゲイジド・アート

の潮流の特質として、他者との関係性の刷新、情動の共有といった要素を挙げ、対

話そのものを美的経験の一つとして捉える「対話の美学」を提唱した（Kester 2004）。
もっとも、ケスターの議論では対話そのものを自律的なメディウム/形式と捉え、完
成した美術作品を巡る対話は従属的なものと位置付けられている。しかし、BDCの
集団的・協働的な方法としての対話は、作品の制作プロセスと展示や鑑賞の場の両方

において展開される。ビジュアル・ストーリーテリングは、従来の展示形式とは異な

るかたちで、「作品を観ること」と「作品を巡る語りや応答」とを互いに切り分けずに
4 4 4 4 4 4 4 4 4

展開させる場
4 4 4 4 4 4

を設定することで、鑑賞という行為を作品と観客との無言の対話という

形式から、作品、制作者、そして作品を眼差す観客のあいだで行われる「開放的な洞

察」（Kester 2013）を伴う対話の形式へと拡張させている。

おわりに

タリンパディとビーハイヴ・デザイン・コレクティヴは、表現メディア、活動形態、

社会的・文化的背景の違いにも関わらず、ともに社会運動を出自とした芸術の制作、

伝達と受容の方法を模索し実践してきた。両者とも芸術を社会変革の方法、地域コ

ミュニティや教育のエンパワメントの手段として捉え、コミュニティへの参与、集団

的な対話と協働の重視といった社会運動の手法を芸術制作・受容の方法論へと転用し

ていた。そして、このような運動と芸術の相互的な対話のなかで生みだされた主題と

表現は、自己の内面や他者との差異化よりも、自己と他者のあいだにあってこれま
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

で隔てられていた
4 4 4 4 4 4 4 4

「共通なもの
4 4 4 4 4

」への新たな集合的な知覚と感性の探求へと向けられ

ている。このような運動と芸術との協働によって、アートワールドの美学的・市場的

価値判断とは異なる芸術の役割が与えられ、またグローバリゼーションという現象を

個々の社会、歴史、文化だけでなく生態系や地球環境そのものを含む多元的かつ包含

的な認識において主題化し、地球上に生きる私たちの「共通の現実」として描き出す

ことを可能にした。今後は、この集団的な運動/芸術の方法論によって生み出される
さまざまな実践と表現の個別性や文脈に注目し、その美学的評価（リアリズム様式と

の関連性）や、社会運動やコミュニティにおける受容、エンパワメントの具体的なプ

ロセスやその効果について、さらなる調査・研究を行う必要がある。
（えがみ・けんいちろう／福岡アジア美術館、文化研究）
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